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図 2　尉遅敬徳　20世紀前半、天津市楊柳青　版の天地 155.1 cm
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図 16　金紙　20世紀前半　推：華北　幅 25.5 cm
　図 15と同じく「その他」に分類されるもの。神仏
を祀る際に使用する。供物と共に金紙を供えて礼拝
し、その後、金紙は寺廟に設置された炉などで焼いて
神仏に送る。紙に金色の箔を貼っただけのものや、そ
の上に木版を押したもの等がある。オフセット印刷さ
れた金紙は現在も広く使用されている。
３．楊柳青における調査報告
　筆者は 2012年 8月に、天津市楊柳青で中国民間版画
に関する調査を行った。以下にその概要を報告する。本
調査では、中国有数の民間版画産地である楊柳青に赴い
て版画職人を訪問し、民間版画の技法や歴史についての
話を伺ったり、制作過程を撮影することを目的とした。
　楊柳青鎮は天津市の西部に位置する。明・清代に鎮の
南北に運河が開通したため水運が盛んになり、それに伴
って商業が発達した。一説によると、当地域での民間版
画制作は明代後期に始まったとされる。清の乾隆帝時代
［在位 1735⊖1795］には、鎮内をはじめ、その南方に点
在する「南郷三十六村」と呼ばれた村々に多くの版画工
房が存在した。しかし清末以降は、辛亥革命（1911⊖
1912）・日中戦争（1937⊖1945）・国民党と共産党による
内戦（1945⊖1948）などの相次ぐ戦乱により、工房や販
売店は徐々にその姿を消していく。内戦終了後は一時的
に復活の兆しを見せたこともあった。しかし、1966年
に文化大革命（1966⊖1976）が始まると、民間版画は
「四旧」（旧思想・旧文化・旧風俗・旧習慣）であるとさ
れ、紅衛兵に版木をたたき壊されたり、版画職人が職を
奪われて工場労働を強要されるなどの迫害を受けた。これにより当地域の版画工房は大打撃を被
り、以後は版画職人や販売店はほとんど見られなくなった。また、楊柳青は天津市中心部に比較的
近いことから大規模な再開発が行われた。このため古い工房や店舗などは一部を除き全て取り壊さ
れてしまい、往年の姿を偲ぶことはできない。現在その跡地には高層マンションが建ち並ぶ。工房
を追われた職人の中にはその代償としてマンションの一室を支給され、やむなくそこに移り住んだ
人も多かったようだ。
写真 1　明清街の建物
写真 2　版木を彫る霍慶有氏
写真 3　楊立仁氏
　中華世界の民間版画
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　近年は中国政府の伝統文化保存政策による補助金等もあり、民間版画は楊柳青の観光資源として
復活しつつある。鎮内を流れる運河沿いの「明清街」には、清末民初時代の商家風の外観を持つ建
物（三階建てのビル群、写真 1）があり、一階部分には民間版画や凧などを扱う土産店などがテナ
ントとして入っている。付近には民間版画を展示する「楊柳青年画館」もあり、観光客の姿も見ら
れた。
　今回筆者が訪問した職人達は、前述の度重なる戦乱と楊柳青の変遷を体験した、いわば楊柳青の
「生き証人」とも言うべき方々である。調査当日は楊柳青在住の版画研究家である姜彦文氏と、北
京在住の版画家である橋爪佳子氏に同行して頂き、7名の版画職人（王学勤・霍慶有・霍慶順・陳志
南・房荫楓・楊立仁・楊鵬）と、歴史研究家の張茂之氏に話を伺った。このうち 3名について簡単
に紹介する。
　霍慶有氏（写真 2）は現在 60歳前後。明清街付近にある三階建てのビルで工房「玉成号画荘」
を営む版画職人である。一階は工房となっており、版画の制作風景を見ることができる。ここでは
完成品の購入も可能である。二階は霍氏が収集した貴重な版木・版画などを展示するギャラリーに
なっている。
　楊立仁氏（写真 3）は現在 90歳前後で、版画工房「義成永画荘」第六代目の職人である。楊氏
が若い頃、「義成永画荘」は常時 20名の職人を雇うほどの盛況ぶりであったという。しかし文化
大革命時に版木を没収され、その後はしばらく版画制作を休止した。「義成永画荘」は 2011年ま
で、前述の「南郷三十六村」の一村である南趙庄にあった。しかしこちらも楊柳青と同じく再開発
の対象地域となって建物が取り壊されてしまい（写真 4）、2012年現在は楊柳青にあるマンション
の一室で暮らしている。数年前から孫にあたる楊鵬氏が立仁氏の指導を受け、「義成永画荘」第八
代目の版画職人として活躍している。なお、楊立仁氏に 20世紀前期に楊柳青で制作された当館版
画資料（本稿の図 2と図 3）について尋ねると、このデザインの版画はかつて「義成永画荘」で制
作した記憶があるとの返答を頂いた。
　張茂之氏（写真 5）は現在 80歳前後である。学校や教育委員会で勤務していたが、退職後は大
学の非常勤講師などをしている。彼は 1950年代より現在まで、長年にわたり南郷三十六村を調査
してきた。その成果である著書「楊柳青南三十六村画業興衰史略」（『津西文史資料選編』第五册、
1991年発行）は、南郷三十六村研究における最も基本的な文献とされる。当日は楊柳青鎮教育委
員会の施設で張氏と面会した。その際、90分にわたり自身の研究成果を講義形式で語って頂いた。
写真 5　講義をする張茂之氏写真 4　「南趙庄」の現状。建物は全て撤去されて平地になってい
る。周辺には建ち並ぶ高層マンションの姿が見える。
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４．おわりに
　本稿では当館所蔵資料を例に挙げて中国民間版画の概要を紹介した。既に述べたとおり民間版画
は単なる観賞用の版画ではなく、庶民の生活に密着したさまざまな使用方法を持つものである。故
にここでは版画の技法には深く踏み込まず、具体的な「使用法」に注目して各資料を解説した。
　清代に各地で盛んになった民間版画の制作は、相次ぐ戦乱や文化大革命などで打撃を受け、徐々
に姿を消していった。2012年現在では民間版画を制作・販売する職人や店舗数はごく僅かであ
る。彼らの高齢化は進み、後継者も少ない。その状況を伝え聞いた筆者は、まだ職人が健在なうち
に民間版画の産地を調査し、実物を収集しておきたいと考えた。そこで 2012年 10月現在まで
に、山東省楊家埠、江蘇省の蘇州桃花塢と南通、陝西省鳳翔、チベット自治区のラサ、四川省綿
竹、雲南省大理、台南、鹿港などを訪れ、民間版画に関する調査を行った。前述の楊柳青における
調査もその一環である。これまでの成果として「雲南省大理における紙馬収集について」『中国版
画研究』第 5号（2007）、「蘇州桃花塢と南通の民間版画工房」『天理参考館報』第 20号（2007）、
「天公燈座と七娘媽亭」『天理参考館報』第 25号（2012）等がある。2011年には天理参考館に於い
て「中華世界の民間版画　―招福の祈り―」展を開催し、約 50点の民間版画資料を展示した。し
かし筆者の中国民間版画研究はまだ始まったばかりであり、課題は多く積み残されている。今後も
当館所蔵資料の分析とフィールドワークを継続し、更に研究を深めていきたい。
　最後になったが、天津市楊柳青の調査および本稿をまとめるにあたり、以下の方々から多くのご
指導とご協力を得た。記して感謝の意を表したい。
安娜・王学勤・霍慶順・霍慶有・姜彦文・徐呈瑞・瀧本弘之・張茂之・陳志南・橋爪佳子・房荫
楓・三山陵・楊永智・楊鵬・楊立仁（五十音順、敬称略）
　注 
（ 1）道教の数ある仙人の中で、特に庶民の信仰が篤い八名の仙人。李
り
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舅
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とされることが多いが、諸説がある。位置付けは日本の七福神と似ており、八仙図が祝
賀や正月などの飾りとして用いられることもある。
参考文献
黒田源次「支那板畫史概觀」「姑蘇板」『美術研究資料第一輯　支那古板畫圖録』美術研究所、1932年
永尾龍造『支那民俗誌　第一巻』支那民俗誌刊行会、1940年
敦崇著　小野勝年訳『燕京歳時記』平凡社、1967年
張茂之「楊柳青南三十六村画業興衰史略」『津西文史資料選編　第五册』中国人民政治協商会議天津市西郊区委員
会・文史工作委員会、1991年
孟元老著　入矢義高・梅原郁訳注『東京夢華録　宋代の都市と生活』平凡社、1996年
張道一「中国民間木版画　―その概念と分類の試み」『日中台国際シンポジウム論文集　封印を解かれた中国民間
版画』日本民藝館、1997年
中尾徳仁『中華世界の民間版画　―招福の祈り―』天理参考館第 64回企画展展示図録　（学）天理大学出版部、
2011年
馮驥才主編『中国木版年画集成　日本蔵品巻』中華書局、2011年
